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１． 大会概要 
 日程  ２０１７年 3 月 25 日(土) 雨天決行、荒天中止 

 主催・主管  関西学連所属の四回生一同 

 開催場所  京都府京都市左京区 

 競技形式 昼 ポイントオリエンテーリング ロングディスタンス競技 

夜 ナイトオリエンテーリング ミドルディスタンス競技 

  EMIT 社製電子パンチングシステム（E-Card）を使用予定 

 会場 昼 東山三十六峰如意ヶ嶽山麓 

夜 京都大学西部課外活動棟 D棟 302～304 

 タイムスケジュール 

昼の部 開場    ０９：００ 

（スタート地区１）トップスタート １０：００ 

（スタート地区２）トップスタート １０：４５ 

関門 1 閉鎖   １２：３０ 

関門 2 閉鎖   １３：３０ 

昼の部表彰   １３：３０ 

ゴール閉鎖   １４：３０ 

夜の部 開場    １７：３０ 

 トップスタート   １８：３０ 

  ゴール閉鎖   ２０：１５ 

  夜の部表彰   ２０：３０ 

 練習会役員 

実行委員長  築地 孝和（２０１７年神戸大学大学院入学見込） 

運営責任者  実藤 俊太（２０１７年京都大学大学院入学見込） 

競技責任者  竹内 孝（２０１７年京都大学大学院入学見込） 

コースプランナー（昼） 瀬尾 峻汰（２０１７年メガバンク就職見込） 

コースプランナー（夜） 秋山 周平（２０１７年大阪大学大学院入学見込） 

広報   牧内 佑介（２０１７年京都大学大学院入学見込） 

申し込み   佐藤 慎吾（２０１８年大阪大学大学院入学見込） 
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２． 競技情報 
 テレインクローズ 

本練習会に参加を予定している方の、オリエンテーリングを目的としたテレインへの立ち入りを推奨いたし

ます。地図を見て、運営者が表記に四苦八苦した様をご想像いただければ幸いです。 

 テレインプロフィール 

 山紫水明東山 

ひえい山の南に位置し、五山の送り火としても有名な万代不易の霊峰、大文字山。 

がけや岩などの点状特徴物が多く存在し、大きいものは 50 m(推定)にも及ぶとされている。 

しゃめんは急峻で滑りやすいため、高度な登攀技術や修験者並の脚力が必要となるだろう。 

やぶは濃く、一部を除いて走行可能度は概ね低いはずだが、調査者の主観に基づき上下する。 

まなつの酷暑、爬行する壁蝨、木霊する歌声...調査者の深い絶望が眠るこの地をご堪能あれ。 

 吉田山＆京都大学吉田キャンパス 

卒業可能度は概して高いが一部非常に見通しの悪い部分が存在する。 

 コースプロフィール 

 山紫水明東山 

・S 

「技」、すなわちオリエンテーリングの基本技術があれば難なく走り切れるコースとなっている。 

このコースは「卒業生を送り出したいが、東山のような魔境では帰ってこれるか不安である」という人に向け

て設定した。 

タフな斜面に苦しむ他コース参加者を横目に見ながら、軽やかな足取りで駆け抜けてほしい。 

・M 

「技」「体」、すなわち技術に加え、険しいことで知られる東山の傾斜に耐えうる体力を必要とするコースとな

っている。 

予備知識がない状態で挑むといささか登距離が多く感じるかもしれないが、東山としてはベーシックなアッ

プ率であると認識している。 

また、S クラスと比較してエピソード性のあるコントロール位置が多い。地図に息づく卒業生の複雑な心情を

レース中に読み取っていただければと思う。 

・L 

「心」「技」「体」全ての要素を必要とする。本格的な東山のロングコースとなっている為、要求される精神

力の水準は極めて高い。 

「常識的に考えて 8km とかアホやろ、普通にオリエンさせろ」という至極真っ当な思いに応え、常識的なコ

ース設定を行ったつもりである。 

しかしながら、他クラスとの兼ね合いでエピソード性のあるコントロール位置も多くを占めている。寛容な気持

ちと行間を読む心掛けを持って挑んで頂きたい。 

当クラスには数名、女性も参加している。旧人男子は意地を見せて、去勢されないよう頑張ってほしい。 

・D 
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「心」「技」「体」に加え、オリエンテーリングを構成する第4の要素「愛」がかなり重視されるコースとなってい

る。 

卒業生に対する愛や、東山に対する愛が足りていれば、きっと走り切れるだろう。以下のような"トレーニン

グ"を積んで、愛を深めることを推奨する。 

(例：テスト前に一人で東山の自作コースを回る、同期会をパスして卒業生のクリスマス会に参加する、卒

業生の部員名簿を暗記する、東山トレイルをキロ 3 で走る、あちこちをマダニに噛まれてみる) 

コントロール位置はほとんどがエピソード性を重視した。また、調査の苦労を想起させるような厳しい登坂レッ

グも各所に配した。 

"festival"の精髄とも言えるコースを走る姿によって、私たちに、そして東山に愛を伝えてほしい。 

 吉田山＆京都大学吉田キャンパス 

そうだいなよぞらのした 

つきはかがやき 

ぎんがきらめく 

よるにふさわしい 

うるとらちょーすぺしゃるなこーすです 

L・・・地の利を得ている人向け。マゾい人もこちら 

M・・・それなりの人向け。普通にやりたい方はこちら 

S・・・ナイト O 初心者向け。夜の雰囲気を手軽に味わいたい方はこちら 

 

 使用地図（昼）   「山紫水明東山～君と送りし火々～」 

（京都大学オリエンテーリングクラブ２０１６年一部修正） 

縮尺   D クラスＬクラス１：１５０００（一部１:４０００） その他クラス１：１００００ 

等高線間隔   ５ｍ 

等高線感覚（個人差有） ７ｍ 

走行可能度   ４段階表示 

地図表記   JSOM2007 準拠 

コントロール位置説明  JSCD2008 準拠 

耐水性   チャック付きポリ袋封入済み 

地図サイズ   A４縦 

特殊記号   ×（黒）人工特徴物 ○（黒）炭焼き窯跡 ×（緑）どうしたの木 

 使用地図（夜）  「吉田山＆京都大学吉田キャンパス」 

（京都大学オリエンテーリングクラブ２０１６年一部修正） 

縮尺   １：４０００ 

等高線間隔   ２.５ｍ 

走行可能度   ４段階表示 

地図表記   JSSOM2007 準拠 

コントロール位置説明  JSCD2008 準拠 

耐水性   チャック付きポリ袋封入済み 
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地図サイズ   A４横 

特殊記号   地図に説明記載 
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３． 交通手段 
 昼の部 

（１）公共交通機関をご利用の場合 

「銀閣寺前」バス停から徒歩 10 分程度、「銀閣寺道」バス停から徒歩１５分程度です。 

次頁の図を参考にお越しください。 

 

（２）自家用車をご利用の場合 

東山三十六峰如意ヶ嶽山麓及び京都大学吉田キャンパス内には駐車できません。岡崎公園駐車場

（7:30∼23:00 最初の 1時間まで 500 円 以降 30 分/200 円 1 日上限料金 1,300 円[普通車]）、みや

こめっせ京都市勧業館の地下駐車場（7:30∼23:00 最初の 1 時間まで 500 円、以降 30 分毎に 200 円 

平日最大 1,500 円[普通車]）または近くのコインパーキング等に駐車後、徒歩でお越しいただくか公共交

通をご利用ください。 

（３）自力（自転車）の場合 

東山三十六峰如意ヶ嶽山麓及び京都大学吉田キャンパス内に駐輪可能な場所がございます。銀閣

寺前の道は混雑するため、銀閣寺道を少し外れた路地を通ることをお勧めいたします。 

 夜の部 

昼の部から夜の部の会場のルートは次頁の図をご参照ください。徒歩またはバスでお越しください。 
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 会場周辺図（昼の部） 

 

 拡大図（昼の部） 
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 昼の部から夜の部までのルート例 

 

 
 会場周辺図（夜の部） 
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４． 設置クラス 
昼の部 

クラス 距離 登距離 優勝設定時間 難易度 

D ８.4km 約 840m 25.2 分 上級 

L 5.1km 440m 75 分 上級 

M 3.4km 250m 60 分 中級 

S 2.3km 125m 40 分 初級 

夜の部 

クラス 距離 登距離 優勝設定時間 難易度 

L 3.2km 10m 20 分 上級 

M 2.4km 10ｍ 20 分 中級 

S 1.6km 5m 15 分 初級 

※本 festival では当日申し込みは行いません。ご注意ください。 

※夜の部に参加の方は必ずライトをご持参ください。ライトをお持ちでない方は出走をお断りすることがござい

ますのでご注意ください。 
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５． 当日の流れ 
（１）会場 

会場開場時刻は９：００です。青空会場となっております。公式掲示板にプログラムの修正や追加情報を

掲示いたしますので必ずご確認ください。 

（２）受付 

受付にてＥカードレンタル、バックアップラベルの配布を行います。昼の部、夜の部とも同じ E カードを使用し

ます。 

（３）スタート 

・昼の部 

Ｄクラスとその他のクラスでスタート地区が異なります。 

D クラスは会場から徒歩 10 秒程です。 

その他クラスは下の地図をご参照ください。徒歩４０分程です。 

 
・夜の部 

１８：００及び１８：３０から運営者がスタート地区まで先導いたします。徒歩１５分ほどです。 

（４）競技中 

・昼の部 

D クラスでは関門を設けています。関門１を１２：30 までに、関門 2 を１３：30 までに通過してください。 

関門場所についてはスタート地区で説明いたします。 
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競技中の誘導はすべて赤白テープ誘導です。 

競技時間は２４０分です。 

D、L クラスはテレイン内に給水所があります。 

・夜の部 

必ずライトをもって出走してください。 

競技中の誘導は赤白ライト誘導です。 

競技時間は６０分です。 

（５）フィニッシュ 

・昼の部 

ゴール閉鎖は１４：３０です。必ずパンチングフィニッシュをしてください。 

・夜の部 

ゴール閉鎖は２０：３０です。必ずパンチングフィニッシュをしてください。  
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６． 参加特典 
 本 festival では細やかながら記念の品をご用意しております。（嫌でも）此度の卒業生を忘れさせない

手助けとなるでしょう。 

 

７． 諸注意 
 競技のための服装は肌の露出しないものを推奨します。服装について指定はございませんが公序良俗

に反する服装での出走はおやめください。 

 Festival 開催に大きな支障をきたす事象が発生した場合、festival を中止いたします。中止の際は

Web サイトにて通知いたします。 

 競技に関する事項を予告なく変更する場合がございます。Web サイトおよび当日会場の公式掲示板

にて情報を随時掲載いたしますのでご確認ください。 

 貴重品等の管理は各自でお願いします。盗難等について主催者側は一切の責任を負いません。 

 自分で出したごみは必ずお持ち帰りください。 

 参加者が自分自身、或いは第三者に与えた損害に対して主催者側は一切の責任を負いません。 

 地元の方やハイキング等の登山客の方の迷惑になるような行動は慎んでください。 

 金属ピン付きシューズの使用は制限いたしません。 

 

８． 問い合わせ先 
練習会についてのお問い合わせは以下にお願いします。 

 練習会公式メールアドレス：2017kansai.gradcomp☆gmail.com（☆を@に変更） 

 電話番号（運営責任者 実藤俊太）：090-6972-8394 

  


